
学校教育総合プラン実施計画 2 0年度の報告 (逗子市立逗子中学校) 2 0 0 9 .3 .

○学校教育総合プランの3つの柱 ○学校教育総合プランの項目

I 子どもたちの学力向上 1 個に応じた指導の充実

実施計画
①実施計画の重点等

a 指導法の工夫改善を図り、基礎･基本や自ら学び考える力を育成する。(学習･地域連携部)
b 少人数指導での習熟度別指導の充実と成果の数値化を図る。(数学･理科･英語)(学習･地域連携部)
c 学習支援シート(学習カルテ)を作成し、生徒への支援体制の確立 (学習･地域連携部)
d 読解力向上と読書活動の推進 (学習･地域連携部)

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など
よりよい習慣づけ 基本的な生活習慣と学習習慣との好循環の実現

保護者との連携による基本的生活習慣の確立
家庭学習の習慣化 = 家庭学習計画、 予習･復習の励行、 保護者への協力依頼



①
基礎学力定着のための

個に応じた指導の充実

H 19 (2007)年度予定内容 H 20(2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容

" , な盤 .･ 羽茸 ･ 訟 ｣ 心 ! ･ の工‐ 蓋 少人数指導の充実 ･

生徒を励ます評価と実践 ☆学習支援シートを活用した評価の充

受業力の向上の研修と長期休業期間の 実
有効活用

“
☆授業力の向上の研修.研究と子どもが
主体的に学習を進めていけるような学習
環境整備

徒を励ます評価と実践
業力の向上の研修

、評価果題 ･習熟度別授業の改善
･学習支援シートによる評価

･夏季休業中の補習(逗子中oasis)の改善と教科相談の

充真
･全教員による研究授業の実践

H 19 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容

壺 , 狂爵 文字文化の奨励の継続 文字文化の奨励･発展 ′

学校図書館指導員と連携 横浜中との連携‐研究･
聽浜国大附属横浜中との連携継続研

指導法の工夫改善 音読活動の重視
N IE 大に新聞を)活動の研究と実践 音読活動の重視の継続

A . B . C 評価 S ･ A ･ B C . 評価 S ･ A ･

･朗読などの読書活動は行えたが新聞を活用すること 課題 音読活動とN1Eについては｢言語活動の重視｣と関
課題

･ "で る N TEの実践を今後推進していきたい。 達して計画中。

③
行動プラン

も読書活動の推進 、 聞かせなどの工夫 ‐ 説
- の総′兆

読書の実践 読み聞かせなどの工夫

C 評価 S ･ A ･ B ･ C 評価 S ･ A ･ B ･ C

た。
･朝読書を更に充実させていきたい。
･逗子中図書検索システムの構築。



H 19 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 , H 21 (2009)年度予定内容
支援体制の確立 . 支援体制の改善 ☆支援体制の強化･見直し

相談･ケース会議の実施
体制の充実
支援シートの作成

教育相談･ケース会議の機能強化
補習体制の改善
学習支援シートの改善･活用

教育相談･ケース会議の見直し
補習体制の見直し
☆学習支援シートの活用

補習は年間を通じて計画的に行えるとよい。



学校教育総合プラン実施計画 2 0年度の報告 (逗子市立逗子中学校) 2 0 0 9 .3 .

○学校教育総合プランの項目○学校教育総合プランの3つの柱

2 健やかな心と身体の育成I 子どもたちの学力向上

実施計画
①実施計画の重点等

a 心の教育の充実= 豊かなこ･の育成を教科外指導で重点的に展開する。(学習･地域連携部)

食育の推進するため、全体計画を立案し、実施する。(特活指導部)
c くらしに運動･スポーツの習慣をつけるため、30 3 3運動を推進する。 (特活指導部)

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

* 目的と目標を明らかにして P T A ･ 保護者との連携 ･協働を図る。 (早寝 ･早起き ･朝ご飯、 バレーボール教室など)* 特に教科外指導において地域との連携 ･協働を図る。
I



①
行動プラン

1箋蛮的な生活習慣の;
時間 ･清掃 ･身だしなみ･言果追い

新標準服の選定

☆基今的生活習慣についての地域連
携･協働の模索

新標準服導入一年目

☆基今的生宿習慣についての地i熱連
携･協働の実践

新標準服導入二年目

評価 A ･ B ( C) 評価 S ‐ A ( B )･ C 評価 s ･ A ･ B ･ C
課題 ･時間を大切にすることの励行なぞ今後も続けたい。
･身だしなみ ･言葉遣いについては引き続き指導が必要であ
る。

課題 ･保護者、地域への協力依頼が必要 課題

研究授業公開餅目三地区)

人権教室実施
ノ 、

家庭･地域との連携
遊子中あいさつ一新運動
人権学習実施

迫偲認‐む訂の工夫
家庭･地域との連携
逗子中あいさつ一新運動
人権学習実施

評価 A B ･ C 評価 s ‐ A ･ B ･ C 評価 s な A ‐ B ･ C

課題 課題 ･道徳教育の充実
･生徒会を中心とした挨拶通勤及び地域への波及 課題

自然体験活動の実施
福祉体験活動の実施
職場体験活動の実施
交流体験活動の実施
防災体験活動の実施

/＼

自然体験活動の充実
福祉体験活動の充実
職場体験活動の充実
交流体験活動の充実
防災体験活動の充実

自然体験活動の見直し
福祉体験活動の見直し
職場体験活動の見直し
交流体験活動の見直し
防災体験活動の見直し

評価 A ･ B ･ 評価 S ･ A ･ B ･ C

課題 ･福祉体験学習 交流体験 防災体験の充実が必要
である。

課題 ･単発に終わらない継続的な取組の必要性 課題

ン H

②
行動プラン

!敷戸む教育｣

③
行動プラン

鰹蓬
な体験活動の

1



I食｣学習の試行
食育全体計画立案
イキイキスクールの立案
30 3 3運動の立案
健康教室(全学年)実施

☆食育全体計画立案
☆イキイキスクールの立案
☆30 3 3運動の立案

救命･救急法講習会実施

☆食育全体計画実の実施
イキイキスクールの推進
☆体力つくり運動の実施

救命･救急法講習会実施

評価 A ･ B C 評価 S ･ A B ･ C 評価 s ･ A ･ B ･ C

課題 ‘食育全体計画の作成を急ぐ必要がある。
･部活動の確認と改善

課題 ･30 33運動と体力つくり運動を関連付けた計画化 課題



学校教育総合プラン実施計画 2 0年度の報告 (逗子市立逗子中学校) 2 0 0 9 .3 .

○学校教育総合プランの3つの柱 ○学校教育総合プランの項目

□ 課題に迅速に対応する学校づくり 1 多様な教育課題への対応

実施計画
①実施計画の重点等

a 魅力と特色のある学校づくり(教務･管理運営部)
b 課題の整理と組織の機動化、外部機関との連携による対応(学習･地域連携部)
c 安全･安心な学校づくり、生徒の防災･防犯意識の向上推進(生徒支援部)
d 総合的な学習の充実を図り、知識を生かす力を育成する(学習･地域連携部)

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など

* 保護者との協働を図り、 家庭の教育力向上を支援する。

* 学校評議員をはじめとした地域教育力の活用、 地域との連携 l



①
行動プラン

　　　　
P プログラムの実施 C A P (子ども暴力防止プログラム)の実施 C A P の実施

域防災への参画(準備) ☆地域防災への参画(準備) 地域防災への参画･訓練
防災体験学習の実施 校外防災体験学習の実施

下校指導(逗子高と連携) 登下校指導(逗子高と連携)の発展 登下校指導(達子高と連携)の発展
安全点検日 , .安全点検日の充実 安全点検日の充実

課題 地域防災への参画-とついては次年度実現をめざした課題 地域防災~の参画は継続課題。

②
行動プラン

　　　　　　　　
不登校の予防と早期対応 不登校の予防と早期対応 不登校の予防と早期対応
人間関係づくり 行事を利用した人間関係づくり 行事を利用した人間関係づくり

A ･ B C ･ 評 ･ ･ ･ 群′ ‐ ‐ ‐

-っている不登校の早期対応も軌道に 課題 .学校体制整備による不登校対応の必要性。 課題
にも協力的に継続していきたい。

行動プラン
③ l
‘ 殻爾 .イ杲育爾.小学　　 　　　 　　 　

　

校･中学校の連携の
推進

H 2 1

学区内の小中教職員の親睦会 学区内の小中教職員の交流
部活交流の計画･実践(中高) ☆小中連携担当者会の継続開催

内の小中
中連携担
高連携担☆中高連携担当者会の定期開催

･ ◆ 雪靴 S A ･ B ･ C 苗W S ･ A

なっている。 課題 ･小学校との連携担当者会の継続。
還教研などでの小中連携については小学校の担当者とも運 ･逗子高校との定期的な担当者会の開催。
を密にとっていきたい。



④
行動プラン

;国際理解教育の推可
文化理解･教材開発 による授業 異文化理解･教材開発

異文化理解･教材開発

･IEAは、英諸の授業を中心とした活用だけをおこなっ 譲題 ･IE Aによる国際理解レポートの
異文化の理解ということは不足していた。

“ で、それを活用した授業が求められる。

⑥
行動プラン

撫育の推進｣進路選択･決定 “ 自己理解･職業学習 自己理解･職業学習
･決定 進路選択･決定

･職業体験学習の充実を検討する。 課題 ･地域講師を活用した計画的なキャリア教育

⑥
行動プラン

撫育の推進 ;
福祉作文･人権作文 . 福祉作文･人権作文 福祉作文･人権作文
福祉施設との交流 福祉施設との交流 福祉施設との交流

謡 f A ･ B ･ C 口 ･ A B ･ C げ S ･ A る B ･

課題 ･総合的な学習の時間の中に組み入れることができな 課題 ･総合的な学習の時間の3年間を見通した計画に
穣題かった。 入れる。

(j軸



H 19 (2007)年度実施内容 H 20 (2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容
　　 　　　　　 　　　 　　 　 　 　　 　　　 　　

⑦
行動プラン

越境教育の推進 !
取得準備計画立案 取得準備計画実施 “☆ ｢蛍の里づくり｣運動の取組

ていく。
いかないと環境IS Oは取“#できないの 課題 ･生徒会を中心とした取組の継続。

ていくような働きかけを行わなければなら

内ネットワークの推進 教科センターへのL A N (ローカルエリア 普通教室へのL A N 配線

技活用能力の育成 ネットワーク酒己線 情報活用能力の充実(映像を活用
(プレゼンテーションソフトの活用) 情報活用能力の育成 . レゼンテーションの充実)

題 ･校内ネットワークを効果的に利用できるようにしていき 諜題 .ノートPCを保護者、地域からの提供を促す。
し、。



学校教育総合プラン実施計画 20年度の報告 (達子市立達子中学校) 2 0 0 9 3 .

○学校教育総合プランの3つの柱 ○学校教育総合プランの項目

ロ 課題に迅速に対応する学校づくり 2 地域に開かれた学校づくり

実施計画
1 意 雪南の重点等

a 学校･家庭･地域の願いの共有と役割分担(学習･地域連携部)
b 環境 福 祉･読書などを通して、教員と保護者 ･地域の方々との円滑なコミュニケーションの推進 (学習･地域連携部)
c 内部評価･外部評価･P D C A サイクルによる改善システムの運用 (教務･管理運営部)
d 地域の人材把握と活用 連携組織づくり 防犯･防災協力関係の向上(学習･地域連携部)(生徒支援部)

②実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など
* ･ - との P T A との りで る。
* 地域と共につくる学校を推進する組織の確立 (地域教育力コーディネーターの創設)



H I9 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 H 21 (2009)年度予定内容
- ･ 文 言 ‐ 大･ △ ･ 艮酪△ H P こ｢ 、

喬 の土コーナー の受九着
H 2 1 2009 蔓 延

に｢保護者の声コーナー｣①
行動プラン

　　　　　　　　　
H P、 ･ 遺言での発 言 交 云 ･,、談云の ｣ ･誘 戸コ - - 。

毎月初日の｢学校公開日｣ もてなしの心で迎える工夫 学校へ行こう週間の充実
人情報の管理と保護 個人情報保護法研修会 個人情報保護の基本方針の検討

保護に関する規定の検討

A . B . C 評価 S ･ A ･ B ･ C 評価 S ･ A ･ B ･ C

で個人情報の理解の不一致が見られた 課題 個人情報保護についての理解とリスク管理の一層
課題

わかりやすくしていきたい。 . の徹底。

②
行動プラン

f
地域教育力の活用

;
地域清掃･書き初め･健康教育 自治会との合同地域清掃 書初め･健康 避難訓練での消防署による消火活動実
防犯防災教室 教育 ･ 施
図書館ボランティア コーディネーターの創設 ボランティアとともに創る図書室のコー

ボランティア人数の拡 ディネート

B . C 評価 S A ･ B ･ C 拜′ I S ･ A
--- ------------“----【一--- ---------【--,----------.- --“ -------------------- .----------------------------
] は定着してきている。次年

。 課題 ･逗子中学校支援地域本部の設置。 課題

③
行動プラン

;灘磨かした;
証、改善の実施 成果の検証、改善の実施 成果の検証、改善の実施

巣、改善策･成果の公表 評価結果、改善策･成果の公表 評価結果、改善策･成果の公表
☆学校関係者評価の導入 ‘ (学校関係者評価の実施)

A B . C 評茜 s ･ A B ･ C m

鱗聽き簇馨蜑瓣学灘擦搬滋礬幇排画遥擾ずる群
種間達携を視点とした学校目平価の可能性を

めていきたい。

:′~“も
o ri



学校教育総合プラン実施計画 2 0年度の報告 (逗子市立逗子中学校) 2 0 0 9 .3 .
○学校教育総合プランの3つの柱

葵施計画
①実施計画の重点等

2 実施にあたっての留意事項、地域や保護者の協力など
* 外部機関である ｢国大附属横浜中学校｣ との連携と研究
* 保護者 ･地域 (学校間の実践交流) への公開による評価

○学校教育総合プランの項目

1 教員研修･研究の充実田 教員の指導力向上

a ｢目指す生徒像･育てたい力｣を実現する授業実践(学習･地域連携部)
b ｢学意欲を引き出し、自ら学び考える力を育成する｣研究授業の積極的実践と課題研修レポート(学習･地域連携部)
c 研修･研究会･担当者会等の報告による情報の共有化･実践化(教務･管理運営部)



H 19 (2007)年度予定内容 ･ H 20 (2008)年度予定内容 H 21(2009)年度予定内容
　 　 　　

　 　 　　 　 　　 　 　 　

･附属横浜中との連携 ☆横浜中との授業交流(横中と違中) 横浜中との評価研究会
学校研究計画の立案準備 学校研究の中間発表 学校研究の発表会(研究紀要)

(少人数学級研究、他)

･横浜国大付属横浜中
、o

②
行動プラン

終業離洲 i
(試行) 授業評価シートの研究 授業評価シートを活用した研究授業の

A ･ B . C 評価 S ･ A ･ B ･ C 評価 S ･ A ･ B ･ C

･家庭学習の推進と支援を行う。 課題 ･学習の振り返りの一層の推進。

行動プラン
⑧ 　
　　　　　　　　　　　　一た びT勺〉燃料 ~

　

活用･開発の促進
=支流の清掃 田越川支流の教材化

･田越川の支流を中心に地域素材を発掘し、特色ある 課題 ･フィールドワークの実施から

閣を目指したい。 教材化への過程にある。

　　
G も5



④
行動プラン

!
陶業の充実 !

H 19 (2007)年度予定内容 H 20 (2008)年度予定内容 “
H 21 (2009)年度予定内容

校内研修会の充実 校内講師の発掘 校内講師による研修会


